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届
け
る
善
意

　
　

被
災
地
へ 

支
援
物
資

支
援
物
資 

を
輸
送

  

迎
え
る
善
意

　
　

一
時
移
住
者

一
時
移
住
者 

の
受
け
入
れ

　

野
菜
な
ど
を
被
災
地
に
！

　

３
月
31
日
に
勝
山
市
か
ら
支
援
物
資
を

陸
前
高
田
市
へ
輸
送
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
現
地
か
ら
特
に
要
望
が
あ
っ

た
緑
黄
色
野
菜
、
果
物
、
菓
子
パ
ン
、
調

味
料
類
を
届
け
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
見
る
果
物
・

調
味
料
類
に
歓
声
が
上
が
っ
た
そ
う
で

す
。

　

な
お
、
調
味
料
以
外
は
、
個
人
・
法
人
・

団
体
な
ど
か
ら
の
ご
寄
附
で
す
。

　

今
後
さ
ら
に

　
　

20
家
族
以
上
の
受
け
入
れ
も

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、
福
島
県
か

ら
避
難
し
て
き
た
、
㈱
タ
ニ
コ
ー
（
本
社

東
京
）
の
社
員
８
家
族
29
人
が
、
3
月
31

日
に
雇
用
促
進
住
宅
鹿
谷
宿
舎
と
定
住
促

進
住
宅
（
旭
毛
屋
）
に
入
居
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
㈱
タ
ニ
コ
ー
テ
ッ
ク

（
大
野
市
）
の
高
柳
一
則
社
長
が
市
役
所

を
訪
れ
、
山
岸
市
長
と
面
会
し
「
と
て
も

早
く
対
応
し
て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い

ま
す
。」
と
、
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
　

㈱
タ
ニ
コ
ー
か
ら
は
、
さ
ら
に
被
災
家

族
の
移
住
要
請
が
あ
る
た
め
、
勝
山
市
で

は
今
後
20
家
族
以
上
を
受
け
入
れ
る
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
家
族
４
人
で
移
住
さ
れ
た
木こ

幡わ
た

明
雄
さ
ん
（
＝
38
＝ 

南
相
馬
市
）
は

「
こ
こ
に
入
居
で
き
て
う
れ
し
い
が
、
向

こ
う
に
残
っ
た
人
た
ち
の
こ
と
が
心
配
で

す
。」
と
安
堵
す
る
と
と
も
に
現
地
を
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

鹿
谷
町
で
は
、
区
長
会
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
の
団
体
が
移
住
者
へ
の
支
援
活
動

を
始
め
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
㈱
タ
ニ
コ
ー
以
外
の
移
住
者
の

受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

被災地へ到着した輸送車

被災地での物資積み下ろし風景
勝山水菜が届いた！

山岸市長と面談する高柳社長（左端）ら
㈱タニコー関係者

雇用促進住宅鹿谷宿舎への入居の様子

支援物資をご寄附いただいたかた
（順不同）

・長 谷 川 農 園 様 ホウレンソウほか
・加　藤　敏　彦 様 勝山水菜ほか
・JAテラル越前 様 サトイモほか
・ハ ニ ー 中 吉 様 キャベツほか
・大 同 青 果 ㈱ 様 　　　〃　
・ハ ニ ー 中 吉 様 菓子パン
・勝山市役所職員互助会 果物類
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東日本大震災東日本大震災

勝山市の　　  状況
 勝山市は、大震災直後の岩手県陸前高田市へ派遣した消防署職員の報告を受け、その被害の甚大さを知り、
また、組織的支援の開始に１ヶ月近くかかることから、同市に対し独自に支援することを決定しました。
 また、被災住民の一時移住受け入れについても、今後も支援活動を強化していきます。（詳細はP10をご
参照ください）

支援支援

  

職
員
を
派
遣 

行
政
支
援

行
政
支
援　
陸
前
高
田
市
へ

　

福
祉
避
難
所
の
開
設
を
支
援

　

３
月
24
日
に
山
岸
市
長
は
、
戸と

羽ば

陸
前
高

田
市
長
へ
直
接
電
話
を
か
け
、
そ
の
深
刻
な

被
害
状
況
と
組
織
支
援
の
遅
れ
か
ら
「
住
民

の
福
祉
向
上
を
目
指
す
仲
間
と
し
て
、
組
織

的
な
支
援
体
制
が
整
う
ま
で
の
間
、
勝
山
市

が
独
自
の
支
援
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。」

と
伝
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
４
月
１
日
に
は
松
村
副
市

長
を
含
む
職
員
４
人
が
陸
前
高
田
市
を
訪

れ
、
行
政
支
援
に
つ
い
て
現
地
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
陸
前
高
田
市
か
ら
の
要
請
に

よ
り
、
市
内
90
か
所
の
避
難
所
か
ら
要
介
護

者
を
集
め
、
支
援
を
行
う
福
祉
避
難
所
『
生お

い

出で

「
炭
の
家
」
託
老
所
』
の
立
ち
上
げ
お
よ

び
運
営
（
期
間
４
月
30
日
ま
で
）
を
勝
山
市

が
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

介
護
支
援
チ
ー
ム
を
派
遣

　

市
の
保
健
師
や
市
内
社
会
福
祉
法
人
か

ら
の
介
護
職
員
、
市
職
員
で
編
成
す
る
介

護
支
援
チ
ー
ム
の
第
１
班
を
、
４
月
４
日

に
派
遣
し
ま
し
た
。
４
月
30
日
ま
で
の
27

日
間
に
、
５
班
体
制
で
約
60
人
の
人
員
を

派
遣
す
る
予
定
で
す
。

　

業 

務 

内 

容

　

福
祉
避
難
所
と
な
る
の
は
、
山
間
の
炭
焼

き
体
験
施
設
「
ホ
ロ
タ
イ
の
郷　

炭
の
家
」

（
陸
前
高
田
市
矢
作
町
）
で
、
宿
泊
・
入
浴

設
備
が
あ
る
た
め
、『
生
出
「
炭
の
家
」
託

老
所
』
と
し
て
要
介
護
者
な
ど
の
介
護
支
援

を
24
時
間
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
４
月
10
日
現
在
で
15
人
の
高
齢
者

が
入
所
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

戸羽陸前高田市長（右）と面談する
松村副市長（左）

協議結果報告を受ける山岸市長

炭の家　要介護者受け入れの様子 「ホロタイの郷　炭の家」外観

ご
協
力
い
た
だ
く
施
設
な
ど

４
月
10
日
現
在
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

さ
く
ら
荘
、
さ
つ
き
苑
、
鷲
巣
苑

大
日
園
、
シ
ル
バ
ー
ケ
ア
九
頭
竜

サ
ン
ビ
ュ
ー
か
つ
や
ま

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
な
み
ず
き

た
け
と
う
病
院

㈲
大
福
交
通
（
人
員
輸
送
協
力
）

市内社会福祉法人も職員派遣に協力市内社会福祉法人も職員派遣に協力


